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国

民

健

康

保

険

の
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況

年
々
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険
給
付
費

報広市津魚(昭和27年 9月13日)
第3種郵便物認可/

本:~ I~I 決算見込額

円

j，I;長4 {呆 険 手品 58，885，771 
一部 負 担金 1，389 
悶!京支出金 64，159，731 
県 支 l封 金 290，385 
繰 入 金 2，230，735 

入 繰越金 2，606，236 
その他の収入 781，337 

合 128，955，584 

総務管理費 4，957，927 
も主 杉t 裂t 5，423，260 

歳
その他の 管理費 118，810 
療養の給付費 92，403，984 
療 張一回. 費 5，445，550 
手 数 lj;:l. 578，908 
同j 国: 費 375，000 
手伝 祭 費 336，500 

出 保健施設費 5，256，374 
その仙の支出 225，978 

合 115，122，291 

( 1 ) 

r~ 1I!:市荒町
小浜印刷所

人口のうごき

リ1女 ;n'
rU ~I::_ 17 22 39人

アtL 13 11 24人
脈捌 24組

利
引
年
度
か
ら
は
保
育
手
当
を
新
し
く

設
け
、
分
娩
し
た
被
保
険
者
に
二
千
四

百
円
支
給
す
る
ほ
か
、
肋
・
咋
費
、
持
祭

賞
を
千
五
丙
円
か
ら
二
千
円
に
引
き
上

げ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
位
年
1
月
か
ら
は
世
帯

民
の
七
割
給
付
を
尖
施
す
る
予
定
で

す
。
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先
し
引
き
千
三
百
八
十
三
万
三
千
二
百

九
十
三
円
が
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

の
設
録
や
、
死
亡
者
お
よ
び
転
出
者
を

ま
っ
消
す
る
な
ど
修
正
を
し
て
、
永
久

選
挙
人
名
簿
を
つ
く
る
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

乙
の
名
簿
を
次
の
よ
う
に
選
挙
人
の

み
な
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
あ
な
た
の
お
名
前
が
名
簿

に
枇
っ
て
い
る
か
い
ち
ど
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

名
簿
に
山
(此
録
さ
れ
る
人
は
、
魚
mm
市

内
に
、
こ
と
し
の
6
月
初
日
支
で
、
引

き
続
き
一三
か
月
以
上
住
所
を
有
す
る

人
で
、
9
月
初
日
で
満
二
十
才
以
上
の

人

(
昭
和
幻
年
刊
月
1
日
以
前
の
出
生

者
)
で
す
。

マ
縦
覧
期
間

8
阿
部
日
か
ら
9
月
9
日
ま
で
、
初

日
午
前
8
時
却
分
か
ら
午
後
5
時
ま

で
(
土

・
円
眼
目
も
行
な
い
ま
す
)
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縦
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三

か

年

計

画

で

着

工

坪
野
、
大
口
問
、
鳥
肌
部
構
は
、
標

高
百
八
十
メ
ー
ト
ル
'か
ら
三
百
六
十
メ

ー
ト
ル
'の
山
間
地
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
部
落
か
ら
県
道
へ
出
る
に
は
、
幅

員
二

・
五
メ

ー
ト
ル
か
ら
三
メ
ー
ト

ル

の
せ
ま
い
市
道
が
通
じ
て
い
る
だ
け
で

そ
の
う
え
道
路
は
、
急
こ
う
配
の
と

い
ろ
が
三
分
の

一
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
大
型
自
動
車
が
通
れ
な
い
だ
け

で
な
く
、
補
修
に
も
多
額
の
償
用
が
か

か
り
、
農
業
の
近
代
佑
を
遅
ら
せ
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
産
物
な
ど
の
運
搬
を
容

易
に
し
、
農
業
経
営
の
合
即
他
を
は
か

る
目
的
で
、
こ
れ
ら
の
部
絡
を
結
び
、
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十調もわいでもる 、にも少た増 久部
才製とせ っはのいそなのしり加 選が
にしづてせ 、でわのりでで 、や 挙改
j主たい行い 6す ば資ま、も 軍 異 人 J.E
し選てな調円 。有絡しカな複!fVJ 名さ
た挙 、い査 20 権がた lくすの 縛 れ
人人|作まと日 者な 。ド するた fIjlJ、

八が市沼 十山 鳥 つでメて るほ i昨| 緊露頭璃震霧器:議議霧露額縁懇灘曝癒顎欝罵震被総長 |ま数の
て財る用ソ農た地台乙へ林乙凶 て、 1:Tlここど線| 盆訟滋藤野 顎 i 君主:::~鱗:m~ 警空襲数通鴎遡騒 |せが選 7
い源、も施リ免てを地のクなの地い三ト野れ と総道| 竃護機搾む み議黍挙後警護:選挙i華麗j露滋選挙議遍巌軍調臨露 |ん 、挙月
ま身の設ン道ら造にほタど道内まかノレにはに事路| 開 〓懇i察機繁警察;療養懇議議察機 騒 欄 |で選は 15
す替でに 、路れ成 、か l受路 か す年 、至 、な業に I 君主疑遂怒努!警護;議議 議議懇撃鶏璽動議選建議 |し挙、日
。農 、身姉Vて しゃ 、ノレ益のら。で 巾 る島り費連| 浅 滋 溢盗 塁議官j髭!遜 殺害返還襲撃警警警瀦関臓;機襲撃 |たす符執
道農替発はい 、く関 と農開着今完員延尻ま五絡| 頼頼関盟関園田露盤軽率醸濁欝鱒鱒欝鱒願轍頼醸贋蹟開眼 要 |のべ選行
!樫林わiUl、ま放六連推地通工年成五長 か し千す I 湿盤璽盟踊議語語義務炉問索機株綴 …J的 事 |でき 挙 の
僻j漁り税農す牧十事 定面にの度さメ Hらた万る| 議 議議議開題鱒開閉醸藤議議 :>i~ 嘗 | 、委区慶 、、
事業さの業 。をへ業さ積よ予分 せ l千 、。円道| 務慈愛霊祭努務懇浅ささ 感 (':. J I無員 と業 品

業用せ財用 行ク とれはり定はるト 三 大 で路 1 鴻糊鱒勝機側勝機盤機嫌綿織鱒鱒蹴，，"It~ 投のも委 農
e揮て源に なタ しまや 水 で 9乙ノレ百菅 建を g歪:港線心理: 議機盤機ぎ堅議線機嫌藍王手 |票数候員 全
神護憲写 μが許可凶手E五 、安 売I:{~f~ ム予 it 犠1 5Z警委主
れ税す業ガ闘の官五知l ろ な路八経れの ー 刷 抽 :JR':r( lIf. 匂 も りえの 員 君s

原に法四源野員 れ ま宝 川験ま 杉 六薦 マ マ マ マ八次呂

;料 事:;??32当掛 臨liBF弓朝廷案提巳臨時長許諾 宗
? のは 納民~: 21条 と め芝 市 経 が議 時 I ;;大関会 〈 組 か哲(谷挙 之挙直)挙(吉挙よ決 空

j牒 富税jM2f、作警護資 ひ市|時以百議室長 fi)貯Mh.TE作釘 ~ I 
〈で健 は第 7 さ設う弓古車にす よ | ) )次推 )利事業 寺之清小青相時金智大山 員 ま る |
;可;ニ:25営そ磯天骨量Lら会 I~果実ぎ絹哨 )dF浮売先刊 V た l R 
|倹 31期 f しど聞の二先 国業 25 1 氏源神れ 氏(伊組 関引太門 八 一 郎 長夫 。 I

;怒号 ;鴻52自そ次軒 く l a警察左京建計口町露首布 告空 )在 | 塁
こ す 3 築登地)高夫会集 | まニ)部 ま江ーら 附 浜尻甚31 1雪門 稲六 if¥: 

が録公の木神委さ り乞石絞り ) (打f~ ご古経 〉 蹴 5 峨) 務

村
木
小
学
校
の

プ
ー
ル
完
成

村
木
小
学
校
の
プ
l

w
が
で

き
あ
が
り
、
7
月
刊
日
関
係
者

が
集
ま
っ
て
、
完
成
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

村
木
小
プ
l
N
は
、
総
工
費

五
百
四
十
万
円
で
完
成
し
た
も

の
で
、
長
さ
二
十
五
メ
ー
ト
ル
'

幅
十
三
メ
ー
ト
ル
、
水
深

0
・

八
i
一
・
四
メ
ー
ト
ル
の
も
の

と
、
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
、
腕
八

メ
ー
ト
ル
、
水
深
二
十

t
六
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
'
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。
乙
の
ほ
か
、
シ

ャ
ワ

ー
、
洗
限
場
、
足
洗
い
場
、
一史

衣
装
、
便
所
な
ど
付
属
施
設
が

完
備
し
て
お
り
ま
す
。

(写
真
日
村
木
小
プ
l
h
w
)

新

し

盲
目
せ
き
乙
「
町
長
重

ジ
フ
テ
り
ヤ
2

・
R
2
1

百
日
せ
き
、
ダ
フ
テ
リ
ヤ
混

合
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
銭
腕
を
行

な
い
ま
す
。

該
当
者
は
、
昭
和
川制
作
7
月

1
日
か
ら
引
年
5
月
別
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

昨
年
一
一一
間
受
け
た
乳
幼
児
は
一

回
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

来
春
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お

寸
さ
ん
は
、
第
二
問
自
に
受
け
で
く

だ
さ
い
口

注
射
代
金
は

一
間
に
つ
き
五
十
円

で
す
D
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8
円
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上
中
島

8
円

却
円

初
日

道

下

8
日

mm
日

初
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日

9
日

初
日

引
日

村

木

9
日

初
日

幻
円

松

倉

9
日

初
日

割
日

天

神

9
日

初
日

M
日

片

貝

ロ
日
間
月
3
日

M
日

接
種
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校

で
、
受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
時
か

ら
2
時
ま
で
で
す
。

離
乳
食
の
講
習
会

離
乳
食
の
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。

開
会
時
間
は
午
後
1
時
で
、
講
習
時

間
は
や
く
二
時
間
の
予
定
で
す
。

校

下

講

習
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場
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加
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8
月

n日

小
学
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天
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お
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小

学
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松

合

M
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小

学
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上
中
島

お
日

小

学
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片

貝

mm
日

小
学
校
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曇ゐ
ロク

は 35 て 40に医が薬付・れ紛れ年 と事 残割のか 四で て者十え全
40八 年まい年一師原がをた付は々保に 業 りを場かみ十はこい数凹・ま市国
年千 の たまに人に図使実乙の 、ふ |倹な会は |去合らな五五れまは惜しに民
度五二 、すは平 か のえ施と内こえ給 つ計 、師 三 れさ パ 十はすこがた適健
一 円千一。 ー 均 か よるし 、容こて付てで市の割るん 1三J o万加。用康
年 と百人 人二るうよた世が ー お費い支の察 、とがセ パ 山 一 人現さ保
聞な九あ 平 ・{LI.:でうこ帯大 iりにま払国口家、病ン l宏 千さ紅れ険
のつ十た 均五数すに と主|陥 二 まっすい民で族治気トセ去 二れ、て 事
診 て三 り 問問も 。な 、のに年すい 。を健支の療やにン吹 百てやか業
療い円の ・だ増し つ新七改のがて す康払場代けあ ト立 二おくらは
件まが診 二つ加かたし者IJ菩-問 、は る保い合はがた 、JC 十り五七
数す 、療 回たしし乙い給さにこ 、 こ|倹 、五 、でり人弓 人 、千年昭
を 040費 と も 、反と l 世医ま員世 と被六日荊1
み 年用 なの 35而な 刊二十一一一一一一一--，- 帯削jすで帯 な保百を 35
ま にも つが年 、ど oml守ぬ孔仰附ゐ付金 / 主 に 。は数 つ|倹三迎年

五千 との 元l' Soι| メ{験則1~ 容 て j以のン すくす
百五歳おほの昭 / の市 い 、がフま 。四と
十百入りど歳和 問 1 / 改で 保 ま胃圧ノレた 回
二 八はでま入 4ωO 40 ~イ / ノ 持は 杏τ!腸腸倒エ一 ;診診号
万十 一 すと歳年 年 ~ / κど" に 、円 o .的ン年 、μ
二 四億 oまi出H度 仁 μω0什i / パ!昼証?嗣 つで 手 JJ山J1山l日!にザ問 浅 1

千円二 り決悶 !陪苛 印叫c/，川rベj ，/ / とき の多 、の 廿寸
三汗ま算民倍 J/ //l め得 当 うく感病百舎
臼歳八 し見健 l手到I '""叫勺リ'''1 / ，-
九!出甘百 た込周康~ 寸寸旦1. .U叫p!什，~ _，，/'〆/〆 いか 士 !出品次な別 乙一
十は九がみ保 門、
一一十 、傾 |険倹 豆主 川 1 すり 給 !川刷1町削(iでに数 にあ
円i億患五左は部 平; 一斗 が j給~治f台? と、よでなた
で 一万表 、 柔 J葵~ I苓￥ミ笠f翌q包 、1付 な簡るは りり
、千五のこ会 ゑ; l 1庵t 哩庖屯星亙 附内 つ扶もイ まや

ヱミ

計
決
算
見
込
み
額

民

検

結
核
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、
7

月
か
ら
住
民
検
診
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
学
校
や
勤
め
先
で
検
診
を
受

け
て
い
る
万
を
除
い
て
全
員
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
.

な
お
、
三
十
五
才
以
上
の
万
は
血

圧
測
定
、
六
十
五
才
以
上
の
方
は
尿

の
検
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
上
野
万

V

8
月
お
日
H
大
海
寺

新
倉
庫
前
(
午
前
日
時

i
u
時
)

農
協
上
野
方
支
所
(
午
後
1
時

i

3
時
γ

八
天
神

V

8
月
お
日
日
東
尾
崎
ク

ラ
プ
(
午
前
刊
時

i
日
時

)

木

下
新
ク
ラ
プ
〈
午
前
日
時
却
分

i

ロ
時
加
分
)

蛇
回
ク
ラ
プ
(
午

後
1
時
却
分

i
3
時
初
分
)

八
片
貝

V

8
月
紅
白
H

山
女
分
校

(
午
前
刊
時

i
ロ
時
)
片
貝
小
学

校
(
午
後
1
時

t
3時
)

八
凶
布
施

V

9
月
1
日
日
御
影
川

上
広
宅
(
午
前
日
時

l
u時
)
西

布
施
連
絡
所
(
午
後
1
時

i
3
時
)

〈
松
倉

V

9
月
2
日
H
稗
自
国
政
二

文
雄
宅
(
午
前
刊
時

i
日
時
)
北

山
仁
右
エ
門
旅
館
(
午
後
ロ
時
初

分

i
1
時
却
分
)

坪
野
ク
ラ
プ

(
午
後
2
時

1
3
時
)

9
月
7
日
H

室
田
富
川
吉
次
宅

(
午
前
日
時

i
日
時
加
分
)

八
魚
津

V

9
月
5
日
日
荒
町
芝
山

医
院
前
(
午
前
日
時

i
3
時
)

9
月
6
白
川
水
族
館
前
(
午
前
刊

時
i
午
後
3
時
)

ハ
住
吉

V

9
月
6
日
日
宮
律
神
社

(
午
前
刊
時

i
u
時
)
川
縁
ク
ラ

ブ
(
午
後
1
時

i
2
時

)

住

吉

保
育
園
F

午
後
2
時
初
分

i
4
時
)

八
上
中
島

V

9
月
7
日
リ
湯
上
北

電
湯
上
分
所
石
合
宅
(
午
後
ロ
時

却
分

1
2時
)
出
小
林
宗
作
宅

(午
後
2
時
却
分

I
4
時
)

配
給
米
の
販
売
伝
票
制

8
月
1
日
か
ら
実
施

米
般
の
配
給
業
務
を
合
理
的
か
っ

適
正
に
す
る
た
め
、
8
月
1
日
か
ら

県
下
い
っ
せ
い
に
、
配
給
米
の
販
売

伝
票
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
伝
票
制
は
、
消
賞
者
が
お
米

を
注
文
す
る
と
、
小
売
業
者
は
、
米

と
い
っ
し
ょ
に
、
品
目
、
数
量
、
側

格
を
記
入
し
た
伝
票
(
納
品
書
)
を

お
届
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す。

乙
れ
に
よ
っ
て
、
配
給
さ
れ
る

米
の
価
格
な
ど
が
は
っ
き
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
と
し
の

1
月
か
ら
配
給

品
目
、
価
格
な
ど
が
次
の
よ
う
に
改

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

(
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
あ
た
り
の
側
梢
)

マ
上
米
H
千
二
百
五
円

(上
米
は
、

内
地
産
水
稲
う
る
ち
米
の
一

t
三

等
玄
米
を
原
料
と
し
た
精
米
〉

マ
並
米
H
千
百
六
十
五
円
(
並
米
は

内
地
産
水
稲
う
る
ち
米
の
四

t
五

等
玄
米
を
原
料
と
し
た
精
米
)

マ
徳
用
米
H
九
百
七
十
円
(
徳
用
米

は
そ
の
ほ
か
の
内
地
米
を
原
料
と

し
た
精
米
)

図
書
館
で
は
、
暑
い

夏
の
閥
、
納
涼
の
ひ
と

と
き
読
書
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
7
月
幻
自
か
ら
8
月

初
日
ま
で
夜
間
開
館
し
て
お
り
ま
す

開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
却
分
か
ら

午
後
8
時
羽
分
ま
で
で
す
が
、
児
童

空
は
午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
休
・
如
け
は
毎
週
水
眼

目
で
す
。

図
書
館
の

夜
間
開
館
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6
1
8
H
の
う
ち
一
日

(昭和27年9月13日)
第3種郵便物認可

う
っ
と
う
し
い
つ
ゆ
か
ら
解
脱
さ
れ

て
、
い
よ
い
よ
一異変
で
す
。
伝
染
病
の

祖
床
と
な
る
湿
気
や
カ
ビ
を
は
ら
い
、

生
活
環
境
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ

う。

そ
の
清
潔
な
環
境
づ
く
り
の
第

一
歩

が
大
掃
除
で
す
。

市
で
は
、
消
崎
法
に
も
と
づ
い
て
大

姉
除
の
完
全
実
施
日
を
8
月
6
・
7
・

8
日
に
し
ま
し
た
の
で
、
各
町
内
で
は

こ
の
う
ち
の

一
日
号
、
全
一戸
も
れ
な
く

い
っ
せ
い
に
大
柿
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

大
掃
除
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

屋
外
の
掃
除

・
下
水
H
泥
を
上
げ
、
通
水
を
よ
く
し

ま
す
0

・
車
地
H
車
を
刈
っ
て
清
掃
し
ま
す
。

報

|畳は天日で乾かし、ほこ
畳、床下|りを取り、床上に古新聞

などを敷く。

居間、台所、畜舎のくも
断、天11二|の巣やほ乙りをはらって

帰除するo

n所の戸棚など動かし、
中の食熔類を1'1¥しJ掃除す
るo

広

除

市

掃の

津

内屋

魚昭和41年8月!日発行

道一一

量 水器を取り替え

上
水
道
を
使
用
さ
れ
て

い
る
と
家
嵯
に
は
、
農
水
一

限
付
(
メ
ー
タ
ー
器
)
が
取

り
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
乙
の
使
用
で
き
る
期

間
は
五
J
六
年
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
乙
の
則
間

が
過
ぎ
て
い
る
量
水
探
が

大
分
あ
り
ま
す
の
で
、
水

道
課
で
は
、
乙
と
し
か
ら

五
か
年
計
画
で
、

量
水
需

の
・
取
り
替
え
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

乙
と
し
は
、
ゃ
く
千
個

の
量
水
器
を
、

do
月
と
叩

月
に
わ
け
で
、
年
数
の
経

過
し
て
い
る
も
の
か
ら
、

f第240号〉

71く上

-
ご
み
容
器
H
ご
み
収
集
さ
れ
た
あ
と

必
ら
ず
水
で
洗
い
ま
す
。

大
掃
除
で
出
し
た
ご
み
の
処
理

・
ど
み
は
ま
と
め
て
箱
に
入
れ
て
し
ば

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
0

・
ガ
ラ
ス
、
び
ん
な
ど
燃
え
な
い
も
の

は
、
ひ
も
で
し
ば
る
か
、
箱
に
入
れ

し
ば
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
木
片
は
、
長
さ
六
十
セ
ン

チ
メ
l
卜

戸
ぐ
ら
い
に
折
っ
て
し
ば
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

・
古
畳
、
む
し
ろ
な
ど
は
、

三
つ
に
切

っ
て
た
ば
ね
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

八
お
盆
の
ご
み
集
め
は

V
平
常
ど
お
り

の
曜
日
に
収
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
容
関
仰
を
お
出
し
願

い
ま
す
。

ねずみの栄など取り|徐く

汲み取り仁l、ふた、 臭.突

金制窓などを補修する。

南 !般わらをl!Xり替える。
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水
道
工
事
指
定
庖
が
取
り
替
え
工
事
を

す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

最
水
器
取
り
替
え
の
際
に
は
、
使
用

さ
れ
た
水
量
を
記
入
し
た
伝
.
票
を
お
渡

し
し
、
工
事
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

万

一
、
ご
不
得
な
点
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
水
道
課
(
電
話
2
局
0
4
4
0

帯
〉
へ
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

私
設
消
火
せ
ん
を

い
た
ず
ら
し
な
い
よ
う
に

現
有
、
市
内
の
コ
一
十
九
か
所
に
私
設

消
火
せ
ん
(
伺
人
の
敷
地
内
に
設
け
ら

れ
て
い
る
も
の
)
が
あ
り
ま
す
。
乙
れ

い
よ
い
よ
夏
休
み
で
す
。
学
校
を
離

れ
て
長
い
期
聞
を
家
庭
で
す
ご
す
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
乙
の
期
間
は
自
由

で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
だ
け
自
主
的

な
生
活
が
の
ぞ
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

計
画
も
な
し
に
ぶ
ら
ぶ
ら
し
た
毎
日

を
送
る
子
と
、
日
頃
で
き
な
か
っ
た
勉

強
や
、
読
書
、
そ
し
て
家
の
手
伝
い
な

ど
に
つ
と
め
る
子
と
で
は
、
大
き
な
違

い
で
す
。
な
ま
け
た
生
活
の
ス
キ
か
ら

よ
く
な
い
遊
び
ゃ
、
惑
い
友
だ
ち
と
グ

y
l
プ
を
つ
く
り
、
ま
ち
が
い
を
起
こ

す
の
も
夏
休
み
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま

す。
夏
休
み
が
、
心
身
と
も
に
健
全
で
意

義
あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、
市
内

小

・
中
学
校
の
各
補
導
会
で
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

マ
学
習
H
午
前
日
時
ま
で
外
出
し
な
い

で
、
学
習
や
家
事
の
手
伝
い
を
す
る

マ
ラ
ジ
オ
体
操
H
早
寝
、
早
起
き
の
習

慣
を
つ
け
、
き
ま
り
あ
る
生
活
を
続

け
る
た
め
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加

す
る
。

マ
外
出
H
行
き
先
、
帰
る
時
聞
を
家
の

野町 ・・ マ資
し者校 11汀チらわで参絞 8 内 |お万波万運貸金小 運
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u内しそは行は株みでら |は舟l一期一期 ん者業は
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の資ほ IFIわ 5会 8な日 式イ-ー l工は業は業 て対金 τ・
出棉か時れ日本t月わま野 三 六 |水二者一者 お象 を ノJ
場はの津ま午へ 5れで球回会|産年あ年あ りに ど円
を市旧 、す後、日ま凶大 [IIJ主 I却以た以た ま小 う ま
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人
に
い
っ
て
出
か
け
る
。
夜
間
は
外

で
遊
ば
な
い
。
家
の
人
と
な
ら
午
後

9
時
ま
で
は
よ
い
。

設
踊
り
は
他
地
区
へ
出
か
け
な
い
。

J
F

W

'

 

家
族
の
人
と
で
も
午
後
四
時
ま
で
に

は
帰
宅
す
る
。

マ
水
泳
H
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
と

し
、
二
人
以
上
で
行
き
、
指
定
場
所

夏

の

交

通

事

故

防

止

運

動

m
n
ま

で

・
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
万
を

γ
る
0

・
渉
行
者
は
、
右
側
通
行
、
安
全
な
道

路
の
横
断
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
幼
児
、
児
童
の
路
上
飛
び
出
し
を
し

な
い
よ
う
、
注
意
す
る
。
路
上
で
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
踏
切

ρ
安
令
通
行
。

7
・
8
月
は
、

一
年
の
う
ち
で
も
っ

と
も
交
通
事
故
の
多
い
月
で
す
。
と
く

に
居
似
り
運
転
や
子
ど
も
の
飛
び
出
し

な
ど
が
多
く
な
り
ま
す
。

梅
仁
、
山
に
、
街
の
夕
涼
み
に
、
解

放
さ
れ
た
気
分
が
、
市
に
対
す
る
注
意

を
怠
り
が
ち
に
し
、
車
の
運
転
者
は
ま

た、

岩
さ
の
た
め
に
注
意
力
が
鈍
り
、

車
の
操
縦
が
緩
慢
に
な
り
ま
す
。

7
月
幻
日
か
ら
8
月
初
日
ま
で
県
下

い
っ
せ
い
に
「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
の

よ
う
な
こ
と
を
お
互
い
に
ま
も
り
ま
し

ょ
う。
・
疲
労
運
転
、
酒
酔
い
運
転
、
無
免
許

運
伝
を
し
な
い
。

は
消
火
活
動
以
外
に
は
使
用
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
常
時
針
じ
め
に

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
巌
近
、
子
ど
も
の
い
た
ず

ら
か
、
封
を
切
っ
た
り
、
あ
る
い
は
路

上
の
散
水
に
使
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
あ

り
ま
す
。
万

一
の
場
合
に
そ
な
え
、
乙
-

ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
関
係
者
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら

守

ろ

う

水
遊
び
の
多
い
季
節
と
な
り
、
水

の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
子
ど
も
の
水
死
一帯
般
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

再 伊日
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以
外
で
泳
が
な
い
。
舵
視
の
人
な
ど

の
指
導
や
注
意
を
よ
く
守
る
。

V
遊
び
日
不
健
全
な
遊
び
を
し
た
り
、

花
火
や
野
外
で
の
た
き
火
は
し
な

マ
映
画
H
ナ
イ
ト
シ
ョ
ウ
は
見
な
い
と

と
(
た
と
え
家
の
人
と
で
も
い
け
な

い
)
学
校
の
許
可
し
な
い
映
画
は
見

な
い
こ
と
。

マ
交
通
安
全
H
自
転
車
の
二
人
乗
り
、

道
路
上
の
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。
線

路
の
通
行
や
工
事
場
の
立
ち
入
り
は

し
な
い
こ
と
。

マ
届
出
H
旅
行
、
キ
ャ
ン
プ
、
登
山
な

ど
は
、
父
兄
と
い
っ
し
ょ
で
も
、
必

ら
ず
学
校
へ
届
け
出
る
。

マ
ア
ル
バ
イ
ト
H
ア
ル
バ
イ
ト
は
必
ら

ず
学
校
へ
届
け
、
許
可
を
受
け
る
。

マ
そ
の
他
H
名
札
を
つ
け
て
外
出
す

る
。
学
校
な
ど
使
う
と
き
は
、
代
表

者
が
申
し
出
て
先
生
の
許
可
を
得

る
。
火
事
や
水
の
事
故
を
発
見
し
た

と
き
は
、
大
声
で
近
く
に
い
る
人
に

知
ら
せ
る
。
そ
の
あ
と
で
学
校
へ
も

連
絡
す
る
。

8月1日lこ

高架橋上り線開通

防

犯

灯

の

電

球

切
れ
た
も
の
は
取
り
替
え
ま
し
ょ
う

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
主
要
道

路
A
V

暗
い
場
所
な
ど
に
市
の
防
犯
灯
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
防
犯
灯
の
.
電

球
が
切
れ
た
り
、
破
損
し
た
り
し
て
、

点
灯
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
近
く
の
防
犯
灯
が
点
灯
し
な

い
場
合
に
は
、
ど
耐
倒
で
も
校
下
の
防

犯
組
合
長
か
、
左
記
の
場
所
に
ど
連
絡

の
う
え
、
新
し
い
電
球
と
取
り
替
え
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

従
来
、
電
球
の
取
り
替
え
の
作
業
は

電
力
会
社
の
係
員
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、

8
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
防
犯
組
合
で
も
取
り
替
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

各
校
下
の
防
犯
灯
電
球
が
配
置
さ
れ

て
い
る
場
所
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

(

)
は
電
話
番
号

マ
大
町
H
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

(①
2
8
7
9
)
マ
村
木
H
金
屋
町
友

井
源
太
郎
(
①
0
2
3
2
)
マ
住
吉
川
H

三
ケ
沢
田
弥
(
①
0
0
4
6
〉

電
車
を
利
用
さ
れ
る
万
や
付
近
の
万

は
、
何
か
と
ど
不
使
な
乙
と
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
事
業
完
成
の
た
め
と
協
方

を
お
願
い
し
ま
す
。

六
郎
丸
ハ
サ
譲
宅
地

三
区
画
の
購
入
希
望
者
募
集

市
で
は
、
六
郎
丸
地
内
に
宅
地
造
成

工
事
を
す
す
め
、
分
譲
希
望
者
を
募
集

い
ほ
し
た
が
、
ま
だ
一一一区
国
残
っ
て
い

怯
げ
の
パ
購
入
を
希
望
さ
れ
る
万
は

8
月
刊
日
か
ら
引
日
ま
で
に
、
市
役
所

建
設
課
へ
申
込
書
を
促
出
く
だ
さ
い
。

分
譲
地
の
価
格
は
、

三
・
コ一
平
方
メ

ー
ト
ル
あ
た
り
、
五
千
三
百
円
の
も
の

'E嫡
十
四
ヰ
リ
ス
百
円
の
も
・の
ニ
区
間

あ
り
ま
す
。

一
区
画
の
耐
積
は
、
二
百

i
二
百
六
十
平
方
メ
l
卜
山
げ
で
す
。

分
譲
条
件
は
、
市
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
場
所
の
あ
る
も
の
、
代
金
は

一
年

以
内
に
納
入
で
き
る
も
の
、
購
入
後
二

年
以
内
に
住
宅
を
建
て
る
も
の
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

マ
上
中
島
H
連
絡
所
(
①
0
3
7
3
)

マ
松
倉
日
連
絡
所
(
①
1
7
0
1
〉

マ
上
野
方
H
連
絡
所
へ
①
0
3
6
8
)

マ
本
江
H

本
江
川
原
田
芳
雄
(
①

0
3
8
4
)
マ
片
貝
H
連
絡
所
(
①

1
6
0
1
)
マ
加
積
H
上
村
木
石
崎

昌

一
(
①
0
5
4
2
)
マ
道
下
日
村

木
柳
原
条
次
郎
マ
経
団
H
連
絡
所

「①
1
1
0
1
)

マ
天
神
H
連
絡
所

へ①
1
5
0
4
)

マ
四
布
施
H
連
絡

所
(①
1
5
0
1
)北

陸
電
力
で
は
夜

防
相
灯
の
特

!

の
町
や
村
を
明
る
く

別
普
及
期
間

す
引
い
運
引
の
一
つ
と

し
て
、
各
電
機
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を

得
て
、
防
犯
灯
の
特
別

普

及

期

間

(6
月
!
日
月
)
を
設
け
ま
し
た
。

乙
の
期
間
中
の
特
典
と
し
て
、

①
白
熱
灯
、
け
い
光
灯
の
外
灯
は
三

灯
の
う
ち

一
灯
は
無
料

①
水
銀
灯

百
ワ
ッ

ト
ま
で
四
灯
の
う
ち

一
灯
無

料
①
そ
の
ほ
か
工
事
費
に
も
助
成

が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
北
電
魚
津
営
業

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
ん
尿
の

汲
み
取
り
は
早
め
に

毎
年
、
お
盆
近
く
に
な
り
ま
す
と
、

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
、
ふ
ん
尿
の
汲
み

取
り
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
い
ち
ど
に
処
即
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
8

同
日
日
以
前
に
澱
み
・
取
り
を
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
汲
み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
と

き
は
、
下
村
木
町
魚
津
環
境
衛
生

(電
話
2
局
3
3
3
1
番
)
へ
と
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
本
労
働
者
住
宅
協
会

で
は
、
六
郎
丸
地
内
に
分

譲
住
宅
十
六
一戸
を
建
設
中

で
す
が
、
購
入
希
望
者
を

募
集
中
で
す
。

こ
の
住
宅
は
、
木
造
一品

ぶ
き
平
家
建
て
で
、
建
物

の
面
積
五
十
五

i
五
十
八

平
方
メ
l
卜
W
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

土
地
っ
き
分
議
側
絡
は
、
ゃ
く
百
六

十
万
円

i
百
八
十
万
円
で
、
こ
の
う
ち

住
宅
金
融
公
庫
資
金
九
十
九
万
円
が
融

資
さ
れ
ま
す
。
入
居
時
則
は
9
月
中
旬

の
予
定
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
日
本
カ
ー
バ
イ

ド
労
働
組
合
(
電
2
局
2
6
3
0
〉
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

分譲住宅の

購入希望者募集

県
で
は
昭
和
4
年

度
保
母
試
験
を
行
な

い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
8
月
白
日
ま
で
願

書
を
富
山
市
、
県
厚
生
部
婦
人
児
童

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
日
時
H
9
月
四

i
n
日

・
場
所
h
高
岡
市
中
川
、
県
立
保
育

専
門
学
院

保

母

試

験

富
山
県
で
は
、
県

職
員
お
よ
び
欝
察
官

を
募
集
し
て
い
ま
す

八
県
職
員
採
用
初
級
試
験

V

・
職
種
H

一
般
事
務
、
雛
祭
事
務
、

農
業
土
木
、
土
木
、
電
気
、
農
業

林
業
、
水
産

・
資
格
日
昭
和
同
年
4
月
2
日
か
ら

M
年
4
月
1
日
ま
で
の
出
生
者

・
第
一
次
試
験
日
刊
月
時
日
富
山
中

部
高
校
お
よ
び
高
岡
高
校

・
顧
書
受
付
期
間
H
9
月
5
日
i
9

月
初
日

・
提
出
先
H
県
人
事
委
員
会
事
務
局

八
県
警
察
官
採
用
試
験

V

-
人
員
H
七
十
名

・
資
絡
H
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

高
等
学
校
程
度
の
学
力
を
必
要
と

し
ま
す
。
昭
和
げ
年
4
月
2

H
か

ら
お
年
4
月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子

・
第
一
次
試
験
日
9
日
M
日
富
山
中

部
高
絞

・
受
付
期
間
H
9
月
は
日
ま
で

・
促
出
先
日
県
人
事
委
員
会
事
務
局

県
瞥
本
部
地
雷
務
課
、
各
穫
祭
署

魚
津
商
工
会
議
所

醗
心
術
講
座

で
は
、
商
問
の
経
営

者
や
セ
ー
ル
ス
マ
ン
、
自
員
を
対
象

に
読
心
術
講
座
を
ひ
ら
き
ま
す
。

マ
日
時
H
8
月
5
日
午
前
9
時
却
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で

マ
場
所
H

市
民
会
飢

県
職
員
募
集

警
察
官

第
三
次
陸
上
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
年
令
は
十
八
才
か
ら
二
十
五
才

ま
で
の
男
子
で
す
コ
市
民
相
談
室
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集

|

|
8
月
|

|

日
曜
・
休
日
の
当
番
医

7
H
H
沢
口
内
医
院
①
1
1
7
4
8

M
日
H
平
井
病
院
①
1
0
8
8
8

m日
時

H
深
川
院
院
①
1
0
0
6
5

M
U
時
H
藤
田
医
院
・

ωー
0
9
2
0

引
H
H
浦
田
医
院
①
|
0
7
3
3

m日
日
芝
山

医

院

①

1
0
2
1
8

な
お
、
当
落
医
ど
依
頼
の
際
は
、
ま

ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
へ
と
都
合
を

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
都
合
の
悪
い

-旧
場
合
、
当
者
医
に
ど
連
絡
願
い
ま
す
。


